
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 10

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　津波復興拠点整備事業（東部）を実施する東部地区周辺において、震災後看護師
不足で地域医療サービスの提供に支障を来しており、地域振興を支える地域医療活
性化のため、人材を確保して安心して就労できる職場環境を整えることを目的に、
『（39地域振興・産業誘致に向けた調査事業』として本調査を委託実施し、首都圏
等からの人材供給を目指す。

■委託費（事業費）
　地域医療産業振興調査事業委託料一式　6,600千円

■業務内容
　・全体コンセプト構築
　・釜石市のニーズ把握
　・ターゲット看護師層の把握
　・ターゲット別募集媒体整理
　・媒体選定
　・広告作成
　・提携相手選定
　・提携条件交渉
　・応募者対応フロー構築
　・説明会・セミナー開催
　・プレスリリース
　・定期フォロー
　・トラブルシューティング

（39）地域振興・産業誘致に向けた調査事業

地域医療産業振興調査事業

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ D 15 - 2 - 11

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　津波復興拠点整備事業（東部）を実施する東部地区周辺における貴重な記録を当
市で保管しており、この記録をこれからの世代に伝え、郷土史の資料として永く保
存、活用することを目的として、『（37）震災・復興記録の収集・整理・保存』と
して本事業を実施するものである。

■事業内容
　・釜石線開通記念35㎜映画フィルムをDVDに変換
　・マイクロリーダープリンター導入による地元紙「岩手東海新聞」閲覧サービス
　　提供

■事業費
　2,899,000円
　【内訳】
　・委託料　292千円
　・備品購入費　2,607千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（37）震災・復興記録の収集・整理・保存

細要素事業名 震災復興メモリアル伝承（地元紙データベース更新）事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 10 - 3

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

細要素事業名 土地区画整理調査事業

【事業概要、期間事業との関連性】
　都市再生区画整理事業(被災市街地復興土地区画整理事業)を実施する地区におい
て、街路等の公共施設の調査測量詳細設計等を行い、事業の推進を図ることを目的
に、『（４）被災地復興のための土地利用計画策定促進事業』として本業務を委託
実施するものである。
○事業費　1,406,000千円
１　片岸地区
【経費の内訳】
　■調査設計費　252,000千円
　　□測量1式(街路路線測量等)
　　□設計1式(街路詳細設計等)
　　□その他1式(土質調査等)
【細要素事業の概要を示す図面】
　別紙のとおり
２　鵜住居地区
【経費の内訳】
　■調査設計費　652,000千円
　　□調査測量1式(街路路線測量等)
　　□設計1式(街路詳細設計等)
　　□その他1式(土質調査等)
【細要素事業の概要を示す図面】
　別紙のとおり
３　嬉石松原地区
【経費の内訳】
　■調査設計費　135,000千円
　　□調査測量1式(街路路線測量等)
　　□設計1式(街路詳細設計等)
　　□その他1式(土質調査等)
【細要素事業の概要を示す図面】
　別紙のとおり
４　平田地区
【経費の内訳】
　■調査設計費　367,000千円
　　□調査測量1式(街路路線測量等)
　　□設計1式(街路詳細設計等)
　　□その他1式(土質調査等)
【細要素事業の概要を示す図面】
　別紙のとおり

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（４）被災地復興のための土地利用計画策定促進事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 9

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

要綱上の
事業名称

（28）防災拠点施設整備事業

細要素事業名 釜石市東部地区防災拠点施設整備（耐震補強・改修設計）事業

　津波復興拠点整備事業（東部）を実施する地区において、釜石市保健福祉セン
ターが防災拠点施設に位置付けられており、地震時の建物入居者及び収容する避難
者の安全確保を目的に、『（28）防災拠点施設整備事業』として耐震補強設計及び
改修設計を実施するものである。

■事業費
　15,240,000円
　
■内訳
　【平成25年度】
　　・耐震補強工事設計業務委託　　　　8,400,000円
　　・改修工事設計業務委託　　　　　　6,840,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15,240,000円

■工期
　平成25年7月～平成26年3月

【参　考】
　□平成26年度
　　釜石市東部地区防災拠点施設整備（耐震補強・改修）事業
　　・耐震補強工事　　　　　　　　　129,510,000円
  　・耐震補強工事監理業務委託　　　　2,490,000円
　　・改修工事　　　　　　　　　　　149,630,000円
　　・改修工事監理業務委託　　　　　　3,080,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　284,710,000円
　□工期
　　平成26年4月～平成27年3月

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 8

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

【事業概要、期間事業との関連性】
　防災集団移転促進事業等を実施する地区において、今後、実施計画策定、実施設
計及び施工など、膨大な事業量が見込まれる中、従来型の手法で復興事業を推進す
るには、専門技術職員不足が大きな課題となっている。
　そこで、民間の企業力の活用を図り、復興事業の推進をより一層強化することを
目的に、『（2）釜石市復興事業CM業務』として本業務を委託実施するものである。

【事業概要】
・箱崎地区、箱崎白浜地区、仮宿地区、両石地区、水海地区、東部地区、嬉石松原
地区、平田地区、尾崎白浜地区、佐須地区、本郷地区、唐丹地区、荒川地区、大石
地区
・事業期間　平成26年3月31日まで（以降、毎年度委託予定）
・業務内容　設計施工者選定支援、復興交付金事業計画管理、用地買収確認業務、
工事監理、確認業務
・事業費　　168,669千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（2）工事統括マネジメント事業

細要素事業名 釜石市復興事業ＣＭ業務


